
第36期 沖縄ヤマト運輸の運輸安全マネジメントの取り組み

1． 輸送の安全および社員等の安全衛生に関する基本方針

2． 数値目標
（1）重大交通事故 ゼロ件
（2）重大労働災害 ゼロ件

3． 安全を確保するための施策
（1） 安全を担保するための機材導入と施設・環境整備の実施。
（2） 法令の遵守および交通事故防止と労働災害防止に向け、
　　充実した安全教育の実施。
（3） 安全意識向上を目的とした運動および取組の実施。

４． 具体的取組事項

【輸送の安全を確保する計画及び達成状況】

私たちは、公共の道路を使用させていただき事業を営んでいます。
地域社会から信頼される企業であるために「安全第一、営業第二」の理念を心得て、
基盤である「安全」や「コンプライアンス」をしっかりと守っていきましょう。
①常に人命尊重を最優先し防衛運転に努めましょう。
②法令を遵守した点呼や日常点検・定期点検を確実に実施します。
③お客様目線で、車輌や職場の美化を推進します。
④リスクアセスメントに基づく職場環境の整備を進め、労災を未然防止します。

……すべてはお客様のためにを目指して一丸となって取組みましょう。……
沖縄ヤマト運輸株式会社　代表取締役社長

（注）輸送安全に係る行政処分を受けた場合には、法令に基づく遅滞なく警告書等（写）、改善書（写）を社内及び営業所等に掲示等により公表すること。
掲載期限：2021年3月31日

当社の
自動車事故
報告に関する
統計情報

当社の輸送の
安全に関する
目標達成状況

35期（2019年度） 35期（2019年度）

（1）ドライブレコーダーを全車両に導入により、その映像の「ヒヤリ」「ハット」情報を活用し安全教育
を実施します。

（2）適正な点呼および日常点検を実施するため、運行管理者（補助者）、整備管理者（補助者）への
任命前教育および年1回の定期教育を実施する。

（3）フォークリフト作業範囲と歩行者用通路を明確に分離し、定期的に作業導線の確認・見直しを行
うとともに、リスクアセスメントにより、施設内の危険箇所の修繕を実施する。

（4）労働災害防止に関する基礎知識を全社員が身につけるため、効果的なツールを活用した安全
衛生会議の開催等を通じて教育を実施する。

（5）社員が安心して働ける職場環境を整備するため、安全指導員を中心として2S（整理・整頓）教育
を効果的に実施する。 

（6）Ｇマーク制度（貨物自動車運送事業安全性評価制度)の普及促進をする。 
（7）Neco-Assi運行管理システム導入により、運転の「見える化」で交通事故を抑止します。 
（8）「交通事故ゼロ運動」、「全国安全大会」、「労働災害防止運動」、「こども安全教室」を実施する。
（9）各種事故防止キャンペーン「年末年始の輸送等に関する安全総点検」を実施する。 

ヤマトグループの「安全第一、営業第二」の理念
を継続し、常に人命尊重を最優先し法令遵守

安全管理体制の更なる安全文化の
確立・安全衛生管理体制の強化

自然災害からの復旧・
復興の安全安心の確保1 2 3

※火災：2019.11.18　エンジンルーム内(一部ラジエーター部分発火)

2019年度自動車事故報告書提出実績

※自動車事故報告
規則第2条に規
程する事故に関
する統計

目標 結果 前年度 達成状況

重大
交通事故 0件

0件

0 件
重大交通事故

目標達成

重大
労働災害

0 件 重大労働災害

目標達成

提出件数
事故類型別

状態別 件数 事故種類別 件数

0 件

対自動車 0 転覆 ・転落 0
対二輪車 0 路外逸脱 0
対自転車 0 火災 1
対歩行者 0 踏切 -
単独 0 衝突 0
その他 0 死傷 0

健康起因 0
車輌故障 0
その他 0


